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⑪．はじめに
　満洲語は、他のツングース諸語とは特に文法構造、語彙の面で異なる点が少なくなく、
ツングース諸語全体の中で特異な位置を占めている。これは、長期にわたる漢語との接触、
モンゴル語からの影響、文語による標準化の推進、さらには周辺諸罠族間で一種の共通語
として使われたことなどが原因で、「文法の単純化」が進んだ結果と見られる（津曲
（2002：127））。
　本稿は、このうちモンゴル語と満洲語、とりわけ蒙古文語と満洲文語における構詞法の
類似性に着目し、両者に共通し対応して見られる接尾辞（原則として派生接尾辞を指し、
語尾は含まないが、語尾から派生接尾辞に転化したものは一部含むものとする）を網羅的
に取り上げ、今後これら相互間における接尾辞の親縁関係を論ずる上で、明確な研究資料
を提供することを目的とするものである。
　ただし、以下のいくつかの点にあらかじめ注意していただきたい。
1）蒙古文語と満洲文語の接尾辞を比較する際、他の満洲・ツングース諸語の諸形式を併
記することにより、できるだけ全体から客観的な判断ができるように努めた。ただし、ツ
ングース諸語が地域的にあまりにも広範に分布し、また方書的に代表的なものを挙げると
少なくとも10種類余りにものぼり、記述が極めて繁雑になるため、敢えて地域を「中国
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領内」に限定して記述した。その一方で、満洲文語以外の満洲諸語、すなわち女真語、錫
伯語、現代満洲語（三家子満洲口語）、とりわけ後者二つの言語に関しては、近年の研究成
果を十分に利用し、これらの構詞法の分析、記述に力を注いだ。
2）蒙古文語のある接尾辞が、満州文語や他の満洲・ツングース諸語の接尾辞と難応する
かどうかの判断はすべて私見に拠ったが、中には判断が困難で、今後再検討すべき可能性
のあるものもある。またここで言う接尾辞の対応とは、形態的対応（morphologieal
corresp③RdeRce）と意味的対応（semantic　correspondence）の両方を含むものとし、両者は
明確に区別して記述した。特に形態的対応に関しては、将来的に同源、借用の判断をする
ことが可能であろうが、これはどういう立場をとるかによって全く異なるので、ここでは
敢えて個々の接尾辞に対して同源、借用の判断は下さなかった。ただし、接尾辞の形態素
分析や接尾辞の形態的特徴、その他方言問における接尾辞の分布などから、一方から他方
への借用の可能性がかなり高いと判断されるものに関してのみ、敢えて符号（＜）を使っ
て明示した。
3）蒙古文語の接尾辞の表示する意味は、原則としてモンゴル語ハルハ方言（モンゴル国
の標準語）に見える接尾辞の意味に基づいて呈示したものであり、形態的に対応すると思
われる満洲文語やその他の満洲・ツングース諸語の接尾辞の意味と必ずしも完全に一致す
るものではない。また満洲・ツングース諸語の接尾辞の表示する意味は、参考にした文献
資料にすでに明示されている場合に限り引用し記述したが、それ以外の場合は敢えて意味
記述は行わなかった。蒙古文語の接尾辞及びそれを含む諸例には、キリル文字表記による
モンゴル語ハルハ方言の形をかっこに入れて併記した。ただし、満洲文語が見出し語とな
って蒙古文語と比較する場合には、モンゴル語ハルハ方言の形は併記していない。
以下、本稿で取り扱う言語の概略は次のようである。ここでは主に池上（1989）、津齢
（2③02）他を参考にした。
女真語：中国東北地方に金王朝（ll15－1234）を建てた女真族の言語で、明代（1368－1644）
　　　　まで使われたが、現在では死語である。独自の「女真文字」を有する。代表的
　　　　資料に明代に編纂された『華夷訳語』中の『女真館訳語』がある。女真語は、
　　　　一般に古い満洲語か、あるいはその方言であったと考えられる。
満洲語：中国の清朝（1616－1912）を建てた満洲族の公用語で、「モンゴル文宇」をもと
　　　　に改変した独自の「満洲文字」を有する。代表的資料にil満洲実録』、『御製五
　　　　体清文鑑』などを始め、極めて膨大な満洲語文献がある。満洲語はかなり早い
　　　　時期に漢語に吸収されたため、現在では満洲語をm語として話す人は数少ない。
　　　　そのため、通常満洲語と言えば、満洲文字で書かれた満洲文語を指すことが多
　　　　い。
島宿語：新覆ウイグル自治区の伊寧地方の蘂希萎爵錫伯自治県などに居住する錫伯族に
　　　　よって話される。f満洲文字」をわずかに改変した「錫伯文字」による文語を有
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　　　　する。錫伯族は、18世紀の半ば満洲から辺境防備のため派遣された駐留軍の
　　　　子孫であり、錫伯語は、満洲語の一方言と見なすことができる。
現代満洲語：中国・黒龍江省愛琿県大五家子、同じく審裕県三家子などで満洲語が現在
　　　　なお口語として話される。なかでも、審裕県三家子の満洲語が最も保存状態が
　　　　よいとされる。代表的研究に恩和巴圏（1995）他がある。
エウェンキ　　　　　　　　　　　　　　ホロンバイル郷温克語：中国・内蒙古自治区呼倫貝爾地方や黒龍江省の数ヶ所などに分布する郷温克
　　　　族によって語される。なかでも、呼倫貝爾盟郷温克族自治旗に最も多く集中し
　　　　ている。ソロン語（So嚢①n）とも呼ばれる。
郵儲1語沖国・内蒙胡治区呼倫購盟の郡倫春自治旗動紙蓬縮族自治旗、
　　　　及び黒龍江省の三つの地区に分布する郵倫春族によって話される。なかでも、
　　　　那倫春自治旗の人qが比較的多い。蔀倫春語は、ツングース諸語のエウェンキ
　　　　ー語（Evenki）に属する。
蒜蕃語：中国・黒龍江省の黒龍江、松花江、鳥蘇重江沿岸の詞江県街津口、八盆や饒河
　　　　県西林子に居住する赫哲族によって話される。中国では赫哲語を慮由に話せる
　　　　人は60歳以上であり、話者人qも極めて少ない。赫哲語は、ツングース諸語
　　　　のナーナイ語（Nanai）に属する。
なお、本稿で用いる賂号は次のようである。
　M①：蒙古文語（written　Mongolian）
　Ma－　lting　：満洲・ツングース諸語（Mancha－TtU1gusic　languages）
　J瓢r：女真語（Jurchen）
　Ma：満洲文語（written　Manchu）
　Si：錫伯語（Sibe　iGive］）
　San：三家子満洲1語（Spoken　Mancku　in　SanjiaZi）
　Ew：郷温克語（Rwe面紳e駆iP
　Or：郭倫春語（Or・chen　｛orotfe：nl）
　He：赫哲語（Hezhell　［　x　edzenl）
　’lkr：チュルク語αhr磁C）
　Ch：漢語（Ckh皇ese）
　　～　：音韻的に条件付けられた異形態
　　・C：形態的に条件付けられた異形態
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a）言語間の関係略図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国領内
b）中国領内の満洲・ツングース諸語分布図（朝克（1997；358）より）
c）中国領内の満洲・ツングース諸族人P（津曲（2002：126）より）
　　　　　（1990：かっこ内は推定話者数）
満洲族 9，821，180（　70）
錫伯族 172，847（26，760）
郭温克族 26β15（17，000）
郷倫春族 6ρ65（2，24◎）
赫哲族 4，245（　4◎）
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叉．出名名詞接尾辞（i》醗o磁燃亘賑o面盤鼠昼闘銀xes／N→酌
①　Mo．－bたi　←B9）（＜Ma－Tung．de　－ptan（N→N））
　　　《物を覆う装具を示す》
　　　　猷d嘩（脳x3B緩）《耳妾て》（＜6iki（服｛X）《耳》）
　　　　quruγu1！lj（xypyy嬰）《指貫き》　（くquruγu（xypyy）《捲》）
／［亟≡］
　　　葺雪v鶴一ttun，－ttun　　　（　＜－ptun，－ptUR　）
　　　　《あるものを囲むものを示す》
　　　Or．－Pもun，－ptun
　　　　《あるものを囲んだり、覆うものを示す》
Ew　：　unaxattun《指輪、指貫き》（＜unaxaR《指》）
　　eruguttUR《矢を射るときに用いる骨製の親指サック》（くerugun《親指》）
Or：URjaka：幽　《指輸》　（　＜σnjaka：n　《指》）
　　∫ε：n］xt！isva《耳当て》（＜J’g：R《耳》）
　　uruge凶皿《骨製の親指サック》（＜urugun《親指》）
　　d3yja幽《よだれかけ》（くd3yje《よだれ》）
②　Mo．－bur，　－bir　（－Bap4←6ap‘））
　　　《若干の色彩語の程度がやや弱い意を示す》
　　　　甑γa鉱（HaraapaB　p）《白味がかった》（＜5aYall（llaraaH）《白い》）
　　　　ula！｝1U1（y涯麹）《赤味がかった》（＜ぬγ鋤（yllaaH）《赤い》）
　／　Ma．－buru，－boro　　（＜瓢o・）
　　　　fttlaburu　《紺色》（＜fttlakan《淡紅色》；fUlgtyan《赤い》）
　　　　9aburu　《白色を帯びた》（＜9ahfin《淡白》；9angglyan《臼い》）
　　　　nioboro　《濃緑》（＜niohon《薄緑》；niewanggiyaR《緑の》）
　　　　soboro　《淡い黄緑色》（＜sohon《黄緑色》）
③　Mo．－1！i－－1｝in　（－qβ覗H）
　　　《行為者名詞形成（～にたずさわる人）》
　　　em蓮（3MZI）《医考》（＜em（9M）《薬》）
　　　∫鍛0γ0堂（）Kon◎O呈）《運転手》（＜翼αyo（）KOIIOO）《手綱、ハンドル》）
　　　／劇迦（a）KvaNue）《労働者》（＜劇（a）Krul）《仕事》）
　　　　malEin（MaJlz｛lffl）《牧民》（＜mal（Maπ）《家畜》）
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／Ma．－si，　ti㏄門」韮，一・ju
　翫一戚《行為者》・c－dqi《ある特徴を有する人（女の子の名前）》
　Sall．一§t
　Ew．　－k　n，－fiR《その職業あるいは活動に従事する人を表示する》
　o鶏→∫m，一姫n《その職業あるいは活動に従事する人を表示する》
　　　麹【e●一一t¢in
　Ma；oktos韮《医者》　（＜okto　《薬》）
　　　bithe延《筆帖式》（くbithe《文書》）
　　／adu蘂《放牧人》（＜adUR《家畜の群れ》）
　　　面哩《車夫》（＜sejen《車》）
　　／bo韮go亜《主入》（＜boigon《一戸、家》）
　　　bo韮ho趣《土地の神》（＜boihon　《土》）
　S韮：aduci《放牧人》（くadm《家畜の群れ》）
　　　kumUGi《音楽家》（＜kumun《音楽》）
　　　u¢i¢i《農民》（＜ugin《田》）
　　　veile¢i《労働者》（〈veilen《仕事》〉
　　／斑at§U　z　un虫エ《やせた女の子にっける名前》（＜孤at§uκun《やせた》）
　　　sujan虹《膚が黄色い女の子につける名前》（＜su　jan《黄色の》）
　　　jet¢in虹《膚が黒い女の子につける名前》（＜jet¢in《黒い》）
　Sau；bitka蝕《書記、秘書、筆帖式》（＜bitke《書物、本》）
Ew：xum£皿《羊飼い》（＜xun　m《羊》）
　　　i；xe趣《料理人》（＜i：xe《鍋》）
　Or：ad血《馬飼い》（＜adun《馬群》）
　　　i；ke迦《料理人》（＜i：ke《鍋》）
ffe　：damxitgin《たばこを吸う人》（＜dallpci《たばこ》）
　　　¢o　X　olomp《物語を語る人》（＜¢o　X　010《物語》）
＜考察＞
Me．一一ili／－6inは、　Ma．では音声的に一siと一ciの2形式に対応し、両者の使い分けには何ら
規則性を見出すことはできないが、Si．ではそれが一律に一ciとなって現れている。このこ
　とは、上例のMa．　ad唖，Si．　aduatより明らかであるだけでなく、現在の錫伯文語でもq
語を踏襲したadusi（この形はMa．では実証されない）という形で書かれていることから
　も裏付けを得ることができる。
④　瓢｛｝ta皿，　e盆　（－aaH4）
《名詞語幹形成辞》
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／
幽迎（ynaaH）《赤い》
6aγan（＜“6aγaxa1！）（uaraaH）《白い》
nαyo巡（KoroOH）《緑の》
gege胞（r3r33H）《明るい》
」凱螺y狐，一・giyeR《名詞語幹形成辞》
Ma．　’an，　°eR
一一欄卿一禰“鱒一噸甲聯囎順鼎曽嶺噂嘘剛鱒欄・騨一噛藺艦嗣鱒一一口騨哨需輪一一一一噂柳・廟輔輪一■一一囎備櫛櫛扁一＿一一脚噸騨葡＿冒犀一鱒一一
　Jur：鰍3継（617）《赤い》
　　　　　　9anpm（619）《白い》
　　　　　　麺iyo践9迦（6韮6）《青い》
　　　　　／ge職鯉（608）《明るい》
　　　　　　f謎ri幽匡　（6①9）　《暗レ、》
　Ma：fh嚢鯉《赤い》
　　　　　　蓉照99迦《白い》
　　　　　　蜘w孤9漣《緑の》
　　　　　／geng幽《明るい》
⑤
／
画（－x）
《関係形容詞・所属名詞形成（～の、のもの）》
　e磁伽e越（eMHex）《前の》（＜e滋甑e（OMHe）《前に》）
　m韮n髄麺（M照；姻《私のもの》（＜醗沁藍（M照瞳）《私の》）
Jur．　－rgai
匝llEgi］（く転ri＋gi）
　S置。一・rxi　㏄　一xi
　San．一γi；，－rγi：㏄一1γi；
　Ew．　－9U，　－9U
　Or．－gu，－gu
一　一　櫛　＿　嘗　帽　＿　＿　轍　騨　轍　＿　轍　鞘　鱒　騨　櫛　轍　輔　一　哺　一　僧　●　一　一　一　繭　o　僧　榊　葡　応　麟　謄　”　一　一　一　葡　轍　一　〇　葡　藺　〇　一　一　応　一　冒　・　一　一　岬　欄　o　昂　櫛　齢　幅　轍　層　一　■　■　一　聯　＿
　　Jur：amu㎎ggi（599）《後》
　　Ma：ama㎎亘《後ろの》（c凪an茎a践《後ろに》，ama或《後ろへ》）
　　　　　　j瓢巽e塵《前の》（ef．　julePt《前に》，」騒瓢越《前へ》）
　　　　　　de㎎1《上の》（cf．　deleXt《上に》，dele§二《上へ》）
　　　　　　fejengi《下の》（cf．　fejnj《下に》，f6鯉§《下》）
　　　　　　do㎎三《中の》（cf．　do嚢oti《中に》，“0蛭《中》）
　　　　　　tUlesg重《外の》（cf．　tui9《外に》，tUlePt《外へ》）
　　　　　　wa蛭《西の》（戚wa塾《下部、西側》）
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Si：amerxi《後ろ、北》
　　　d耽ula蛋　《前、　南》
　　d麺《上、西》
　　£ediirxi《下》
　　δce亟1《中》
　／　tyaj《外》
Sam　a田笈《北、後ろ》
　　甑ul挫《南、前》
　　艶dziユ主《下、下側》
　　七u1藁《外、外側》
　　tGe．血《あちら、向こう》
　／da舳《西》
　　鞭盤《東》
　／dっ㎏《中、内》
Ew：amε：g⊆《後ろの、北の》（＜amg：一《後ろ、北》）
　　do：ge《中の》（＜dっ：一《中》）
　　d5u鼓璽《前の、南の》（くd3U王一《前、南》）
　　tule匹《外の》（＜tUl－《外》）
Or；amargy《後ろの》（＜amar－《後ろ》）
　　∫oloau《上流の》（＜∫olo－一《上流》）
　　tuleg9《外の》（＜tuレ《外》）
　　ed3i鯉《下流の》（くed3i－《下流》）
⑥　Me．－la蹴，－len　（〈－la　2－（N→V）－llg（V→N））（－naH‘〉
　　《語幹に関連ある意を示す》
　　　duγuy璽㎎（職）《サークル、グループ》
　　　　　　　（＜d縫γ脳y型盆一　（職）《円をつくる》＜duγoi（聯）《円い》）
　　　k漏ye㎏（XYP33姻《研究所》（＜kiiriyeLe－（XYP33澄）《取り囲む》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜k積riye　（XYP33）　《囲レ、》）
／　　M〔3．－lan，　一嚢efi，－leit　㏄　一鰻ya職，一駈ye類
　　（＜4a3－（N→V）－n（V・→N））
　ba韮ta堕《必需品、費用》（＜ba韮ta厘一《用いる》＜baita《事》）
　c沁3迦《望み、好み》（くcihata－《欲する、婦む》＜ctha《欲望》）
　doro璽《礼》（＜doro祉一《礼を尽くす》＜doro《道理》）
／s曲e遮《練り糸》（＜sube《筋》）
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⑦
／
Mo．一璽i，一簸　　（＜1賊鵬一珊，－lig（N→N））（－Aar4）
《～をもった（もの）、～の性質を帯びた（もの）》
磁iαa血（MaXAt　y）《肉づきのよい》（くmiqa（Max）《肉》）
tem歯蟷（TOMep皿）《金属》（＜temtir（TeMep）《鉄》）
Ma．一㎞　＾，－lin臓　《～のある、～をもった》
Si。－liB《形容詞形成》
SaE．－lig
Or．　－ruk《語幹の意と関係ある容器の名称を表示する》
Ma：狐gga鯉《口のうまい》（くangga《霞》）
　　由驚鯉《まるのままの反物》（＜defe《（織物の）一反》）
Si：ambal　i《堂々とした、偉大な》（＜ambu《大きい》）
　　exa迦《凶悪な》（＜ex《悪い》）
Sall　：　amb　alilts《穏やかな、妥当な》（＜amba；《大きい》）
Or：itmeruk《針箱》（くirme《針》）
　　　imuk．reru｝！《油を入れるもの》（＜imukfe《油》）
⑧　　Mo．－na，　－lle　（－Ha4）
　　　《（特定の）場所表示》
　　　　蟻oy唖（X◎覚HO）《北、後ろ》　　γada里（ra，aua）《外に》
　　　　emlll！g（e雌◎《南、前》　　　naγaM（薮aa埋）《こちら側に》
13・ir．　－Xe，　－ko
　　　Ma．－la，　－le，　do
　　　Si．・－1　㏄　一10
　　　San．　a　㏄　＿le
　　　Ew．4a：，－1e：，－1。：
　　　Or．　－la：，－1e：
J腿r：鱒襲（595）《下》
　　　」睡ミ（598）《前》
　　　tuli置e（601）《外》
　　　　dolo　（600）　《内》
Ma：ama旗《後ろに》（c£　amagi《後ろの》）
　　　ca厘《あちらに》（c£ca虫《あちらの》）
　　　ebe蛭《こちらに》（c紅ebe韻《こちらの》）
　　　tu笙《外に》（〉幡e壁《外の》）
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　／d唯《上》（c£αe㎎三《上の》）
　　珂逸《下》（c£旬e㎎皇《下の》）
　　d①真Ω《中》（砿do㎎1《中の》）
　　0軽9《表面》（〉③ilosgl《表面の》）
Si：a腿el《後で、後に》
　　tul《外に》
　　fedzil《下に》
　／dolo《中に》
San：　a：me　1《後で、～の後》
　／o：1e《表面、～の上》
Ew：amε：la：《後ろに、北に》（＜am6：一《後ろ、北》）
　　d5ulile：　《前‘こ、　南｝こ》　（　＜d5ul－　《前、　南》）
　　加1泌，tuli櫨《外に》（＜tul－一《外》）
　　do：越，　dっ；地《中に》（＜do：一《中》）
Or：amajtu《後ろに》（＜ama－《後ろ》）
　　do：1a：《中に》（くdっ：一《申》）
　　d5ulle：《前に》（くd3u1－《前》）
　　tulle：《外に》（＜tu1－《外》）
⑨　Mo．－n　ki　（－HX）
　　《語幹の性質に類似した意を示す（～のもの、～の部分）》
　（cf．　Mo．－ki←x）《関係形容詞・所属名詞形成（～の、～のもの）》）
　　　　0嚢a㎎越（onog2g）《大多数の》（＜olan（OilOH）《多くの》）
　　　　妊δge㎎錘（瓢ee巡）《少数の》（＜妊δgen（耳eOH）《少ない》）
　　　　yeke！蛭（V［XgHX）《大部分の》（＜yeke（mc）《大きい》）
　／Jur．－9i（形容詞の名詞化か？）
　　巨璽］《～のもの》（名詞の属格形、形容詞、動詞の連体形などに接続）
　　　　→　　一皿　a，－n　e，－n　o　《～のある、～をもった》
　　　Si．－nig，－jin，－o《所属名詞表示（～のもの）》
　　　　→－g《名詞語幹の表示する特徴を有した（～のある、～をもった）》
　　　San．－Bpe《所属名詞表示（～のもの）》
　　　　→－e＃a，・－oeo，、－eeo《～のある、～をもった》
　　　He．　－pgeジー・8ki㏄一鍮i
Jur：i益e誕（666）《新しい》（cf．　Ma．　ice㎎W《新しいもの》＜韮ce《新しい》）
　　golmi鑑垂　（690）　《長セ、》　（　c£Ma．　go㎞i皿　《長レ、》）
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　　　　§u憩域（695）《深い》（cf．　Ma．甑mh1《深い》）
　　　　tihaipt（679）《従い》（cf．・Ma．　c韮ba藍《思い通りに》）
　　　　1aa誕（703）《易しい》（cf．　Ma．　ja《易しい》）
　醗駕m韮n咄《私のもの》（＜面Ri《私の》）
　　　　we墜《誰のもの》（＜we《誰》）
　　　　n孟y3㎞a藍塑《人のもの》（＜薮嚢ya㎞a《人》）
　　／m①hasga《騎乗の》（＜皿0血《馬》）
　　　　gebu㎎綴《有名な》（＜gebu《名》）
　　　　dom㎎級《礼儀正しい》（＜doro《礼儀》）
　Si：ter麹　《彼のもの》（くter《彼》）
　　　　mestw《私たちのもの》（＜mes《私たち（包括形）》）
　　　　孤in短《私のもの》（＜mini《私の》）
　　／nκa旦《模様のある》（くilxa《花》）
　　　　fenixe旦《毛の生えた》（＜fenix《毛》）
　　　　ilXBri旦《騎乗の》（くmoerin《馬》）
　　　　erdemup《技術のある、才能のある》（くerdeM《技蚤、技術》）
S組：磁ai麗《私のもの》（＜溢n《私の》）
　　　soai腱《あなたたちのもの》（くso：n《あなたたちの》）
　　／譲γi塵《有名な》（＜罎γin《名声》）
　　　veili腱《犯人》（＜veile《罪》）
　　　bo：tsoupa《色のある》（＜b。：t＄on《色》）
He　：　amtel｝9ft《味のある》（＜amten《味》）
　　　iuκa甦《綿の》（＜iUxan《綿》）
　　kudzu雌《力のある》（くkudZUR《カ》）
　／ilga返《花の》（＜ilga《花》）
　　buriogilki《濁った》（＜buriggi《ちり、ほこり》）
⑩
／
Mo．　a蹴，－ke醜　（－xaH　4）
《一種の指小辞》
　　narigg！！（HaPH魍《かなり細い》（＜臓a血（Hapt｛）《細い》）
　　qoyarwan（xo6pxOH）《たった二っの》（＜qoyar（xo6p）《二》）
　　erteken（3PIIxg；2LH）《早めに、やや早く》（＜erte（gp　r）《早く》）
Ma．－kan，　－kexx，－kon　《一種の指小辞（やや～）》
S崖．－qen，－qun，－ken，－kun
San．－kan，－ken，－kun／－Xan，－Xon
Ew．－xan，－xen　《減抑形式》
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Or．・－ka：n，－ke：R，－ko：n，－ko：n《指小あるいは愛情の意を表示する》
He．－qeR，－qun，－ken，－kun　《比較級》
齢　晒　謄　鱒　幽　鹸　欄　＿　＿　鯛　＿　＿　噂　噂　一　禰　＿　儒　＿　＿　＿　＿　卿　一　一　●　一　藺　＿　囎　＿　＿　扁　＿　一　鰯　剛　贋　●　一　＿　噛　一　幡　＿　＿　＿　一　層　■　－　o　＿　＿　喚　〇　一　＿　o　齢　o　＿　畠　営　＿　一　＿　備　一
Ma：ambakan《やや大きい》（＜amba《大きい》）
　　　erdekeR《早めに》（＜erde《早く》）
　　　㎞msoko臓《少なめの》（＜komso《少ない》）
　　　halukatt《暖かい》（＜hathfill《暑い》）
　S韮；magQP《やや粗い》　（＜ma　《粗し、》）
　　　OS　X　OEiY！！《やや小さい》　（くOS　X、on《4、さい》）
　　　ne¢ikan《やや平らな》（＜net¢iR《平らな》）
　　　untxukUR《やや空の》（＜untXUR《空の》）
San：ludukalt《やや多い》＜＜1udσ～1abdσ《多い》）
　　　erdeken《早めに、やや早く》（くerde《早い、早朝》）
　　　veiku：kun　《やや軽レ、》　（　＜veikun　《軽レ、》）
　　／a曲a避《やや大きい》（＜amba：《大きい》）
　　　勧nd。3避，tondo：kun《まっすぐな》（＜tっndっ《まっすぐな、正直な》）
Ew：　guddaxag　《やや高い》（＜gudda《高い》）
　　　ni∫uxuxe鷺《やや小さい》　（＜ni∫uxun《小さい》）
Or　：　Sipar　iRag；n《黄色くてかわいい》（＜∫iparm《黄色の》）
　　　dgjike：n　《小鳥》　　（　＜deji　《，鳥》）
　　　σ1σkっ：n　《／J、魚》　（　＜01っ　《魚》）
　　　OWORko：n《小さな餅》（＜owon《餅》）
He：sagdig璽《やや大きい》（＜sagdi《大きい》）
　　　tond。創皿《ややまっすぐな》（くtondo《まっすぐな》）
　　　erdsken《やや早い》（＜erde《早い》）
　　　serguRun《やや涼しい》（＜sargun涼しい））
⑪
／
Mo．－ra，－re　←P＞
《揚所表示》
　　douma（goop）《下に》　　　do垂0皿敏OTop）《中に》
　　dege塑（AS3P）《上に》　　　謎ma鰻（yMap）《北》
M【a．一嫉
　　deleri《上に》（くdele《上》）
　　doleri《中に》（＜dolo《中》）
　　o鰻or韮《表面に》（＜oilo《表面》）
　　a田a亘《後ろに》（c£ama塵《後ろの》）
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julent《前に》（c藍j腿塁e㎎1《前の》）
fejiti《下に》（c£旬e趣《下の》）
⑫　　Mo．－S韮～　　si，　S蓋　（－m，－ml）
　　　　《中心から外へ向かう運動の方向性表示》
　　　　　　uruPt（ypa巫1《前へ》　　　　　d・t・［）C1i（双ατo巡）《中へ》
　　　　　　dαyozPt（πoo巫）《下へ》　　　　　γaδa箆（ranamp《外へ》
　　　　　　由ge廻（耳33如《上へ》　　　　　施a蓮，Eaet（照a璽）《向こうへ》
　　　　　　礒oy魎（xo迦）《後ろへ、北へ》　　㎞a趣，naet（Raa越）《こちらへ》
　　　　　　qa皿㎏a鍾，αaγ越，α艇（xaa里）《どこへ》
　　／Jttr．・－9i
　　　　Ma．－si
　　　　Si．一¢i
　　　　　SaB．－q　㏄　一z
　　　　Ew．－S　1XI，－Sixi
　　　　　Or．一・f　lki，－fiki
卿　　卿　　蝉　　嶋　　＿　　　騨　　螺　　　輪　　繍　　＿　　欝　　轍　　隠　　幡　　需　　＿　　＿　　一　　帽　　　階　　＿　　階　　一　　僧　　一　　一　　　階　　塵　　一　　一　　耳　　一　　嘩　　　一　　一　　聯　　聯　　欄　　＿　　噺　　螺　　＿　　儲　　＿　　鱒　　構　　欄　　　鱒　　曹　　一　　　一　　一　　一　　一　　岬　　＿　　　鱒　　＿　　一　　　一　　一　　　卿　　卿　　嘩　　一　　備　　轄　　＿　　－
　」瓢r：茎u難e遜（590）《東》
　　　　　無蹴（59i）《西》
　Ma；　delesi《上へ》（＜dele《上》）
　　　　　　　－
　　　　　d①losi《中へ》（〈do葦o《中》）
　　　　　casi《あちらへ》（cf．　cala《あちらに》＞
　　　　　eb延《こちらへ》（c£ebe竣《こちらに》）
　　　　juleaj《前へ》（e£．　juleSt《前1こ》）
　　　　　am岨《後ろへ》（cf．　amaPt《後ろに》）
　　　　　tUlePt《外へ》（c£纐嚢e血《外に》）
　　　　　absi《どこへ》（ef．　abaくaiba《どこに》）
　　　　　　鴫
　　Si：amgi《後ろへ、北へ》
　　　　　ty1Gi《外へ》
　　　　　dceci《中へ》
　　　　　d躍1Gi《前へ、南へ》
　San；　a：mek《後ろへ》
　　　　　dquX；k《前へ》
　　　　　tula迄《外へ》
　　　／t¢e：旦《後ろへ》
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Ew：a田a£墜《後ろへ》（＜ama－《後ろ》）
　　d・：£匹《中へ》（＜d・：一《申》）
　　d3U1∂厘《前へ南へ》（＜d3uレ《前南》）
　　tule厘《外へ》（＜tul－《外》）
Or；amapm《後ろへ》（＜ama－《後ろ》）
　　d5ule塵《前へ》（＜d3ul－《前》）
　　tule魍《外へ》（＜tuレ《外》）
⑬　　Mo．一・tu，－t髄　（－T）
　　《所属・所有（～のある、～を持っ）の意を示す》
　　　　qay韮ra鎚（xaitpa＿）《愛する》（＜qayira（xakp）《愛》）
　　　　nere越（H3Pエ）《有名な》（＜Bere（H3P）《名前》）
　／　Ma．－tu　㏄　一tUn　（非生産的）
　　o監イ1，イi《語幹の示すものや性質をもっている意を表示する》
Ma：turits《豆で作ったソース》（＜turi《豆》）
　　hfilh韮撫《あいまいな人》（＜hathi《あいまいな》）
　／ju嚢e璽《骨董、古物》（＜julen《古詞》）
Or：mo：i［S《木のある》（＜mo：《木》＞
　　bamk《態度が強硬な》（＜ba資m《態度》）
　　ure血《山のある》（＜ure《由》）
　　ukur血《牛のある》（くukur《牛》）
2．出動名詞接尾辞①everb題hom短al　su癒xes／V→N）
①　Mo．－buri，　－bilri（－Bap‘（－6ap　4））（？＜Ma－TUIIg．　k－bure（V→N））
　　《抽象名詞形成》
　　乙ida迦（gmp《能力、才能》（＜6ida－（gapa－）《できる》）
　　重ay軽囲（Taimg6ap）《説明》（＜tayil－（Ta血一）《解く》）
　／Jur．　－bure，－burea㏄一buru　（＜＝匹（V→V）磁（V－→N））
　　　cf．　－bun（く迦（V→V）mn（V→N））
　　Ma　－bilru　（＜趣（V→V，使役）皿（＜＊－re，　V→N未来・連体語尾））
　　　cf．－b腿n（く迦（V→V，使役）誤（V→N））
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」犠r3usga加re逓（384）《怨み》（cf．　Ma．　usha－《怨む》）
　　Ulhuburen（733）《論告》（cf．・Ma．　ulhF《悟る、会得する》）
　／w顧b親ru（427）《昇格》（cf．　Ma．　wesi－《上がる》）
　　tatiburu（805＞《学習》（cf．　Ma．　tacF《学ぶ》）
Ma　：　jilab｝1！1！！《同情すべき人、あわれむべき者》（くjga－《慈しむ》）
　　ubiya馳m《憎らしいやつ》（＜画ya－《憎む》）
　　hataburu《卑しむべき、けがらわしいやつ》（＜hata－《嫌う、いやがる》）
　／鰻ga鯉《区別のあるもの》（くfiga－《区別する》）
　　eje！1！！1！《記録》（＜eje－一《記憶する》）
②　Mo．　alaSU（n，一一des9（n　（－Rac‘）
　　　《動作の結果、生じたものを示す》
　　ugiyadaali11（yraa羅）《（洗った後の〉汚水》（＜ugiya－（yraa－）《洗う》）
　　農y皇dasu（a魅）《恐怖》（＜ayu－（a“一）《恐れる》）
／？M3．－da，－de
　　　ub蓋ya11A《憎悪の》（＜ubiya＿《憎む》）
　　　eimede《嫌な人》（くeime－一《嫌う》）
③　Mo．－adu（il，alu（n　（－n）
　　　《動作の結果を示す》
　　qaniyasts（xaHKag）《咳；風邪》（＜甲晦a＿（xaHKa＿）《咳をする》）
　　in砂e亟撃　（HH339）　《笑し、》　（　＜intye－　（KH33－）　《笑う》）
／　Jur．－du
Ma．－tu・c－to，一加n（非生産的）
　／tun（生産的）
Si．　－tsun《語幹に関係ある意を表示する》
San．－tσ，－tu
　／－t§un
Or．－tu，－t3
He。－tu
Jur：giru塾（34§）《恥》　（cf．　Ma．　9iru－《恥じる》）
Ma：hfilhatu《盗癖のある人》（くhfitha－《盗む》）
　　SO践ggO鰹《よく泣く子供》（＜sougge－《泣く》）
　　額m蝕《差恥心》　（〈giru－《恥じる》）
　　uhutu《巻き物》（＜uhu－《包む、巻く》）
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　　giohote《乞食》（く9ioha－《物乞いして歩く》）
　　蜘鯉《記録》（＜eje－《記す》）
　／jobOS｝！Ul《苦しみ》（＜jobo・一《苦しむ》）
　　もuye鯉《愛情》（＜buye－《愛する》）
S藍；ara髄《希望》（＜ere－一《希望する》）
　　重ali塑《団結》（＜fali－《団結する》）
　　basi蝕《笑いの種》（くbasi－《嘲笑する》）
San：xulifa：tu《泥捧》（＜x　ulBa：一《盗む》）
　　giDkt．u《乞食》（くgiOHO－《物乞いをする》）
　／欲鯉皿《悲しみ》（＜ake－《悲しむ》）
　　ta弼a塾《戒め》（＜tarifa－《戒める》）
Or：kulakatσ《盗癖のある》（＜kσ1aka－《盗む》）
　　∫Dpopo．《よく泣く》（＜∫oe3－一《泣く》）
He　：Z　u1　x　a1y《常習犯の賊》（＜xulxa－《盗む》）
④
／
匝亟］（－r）
《動作の結果やその状態などを示す》
　」韮臓ヱ　（3ypa£）《絵》　（＜Jim－（3ypa－）《描く》）
　biEig（6綱《文字》（＜b経ト（6if・m－）《書く》）
團（＜M・．）
　joliggls《免罪用の金品》（＜joli－《質受けする》）
（←Mo．　jo1姓《あがない金、身受け》くiopt《あがなう》）
⑤　（1）Mo．　a，　e　l　　all，　en　（－aaソーaaH4）
　　（2）Mo。　a，　e　l　an，　en　（特に語幹宋が1，　rの後で）（－ra4，－raa　4）
　　　　　ともに《動作の結果、抽象概念、道具などを示す》
　（1）a嚢da距（a囎《失敗》（＜alda－（am｛a－）《失う》）
　　　　me穫e毘（M3避）《ニュース》（＜mede－（M3113－一）《知る》）
　　　／　bayildUZ9！！　（6a鰍）　《戦争》　（〈bay銀du－　（6a加a－）　《戦う》）
　　　　temeこ魍（T3MK33H）《試合》（＜temeEe－一一（T3MUE＞一一）《闘う》）
　（2）綴㎏（ryx£a）《五徳》（くtUl－（ryll－）《支える》）
　　　eghrge（Yyp鉱）《義務》（＜e．ffiir－（YYP－）《背負う》）
　　／sud秘㎏（cygaXlpa）《研究》（くsuduF（cynax－）《研究する》）
　　　t615blegg（Te∬eB∬0塑）《計画》（＜t51δble－一（TemBπ研）《計画する》）
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／　Jur．　rga賎
Ma．　－baR3，－gan3（生産的）・c－htyan　2
　　－ha3，一一ga3（非生産的）
Si．－xan，－G3n《動作に関連する事物を表示する》
San．－k∂n，・一区an
Ew．－gan，－9Dn
Or．　－gan，－gen，－gon《語幹の表す動作と関係ある事物を表示する》
Jur：　ltugi興（552）《スカート》（e£瓢a．　h＆sト《包む、巻く》）
　　　karagau（469）《偵察》（cf．・Ma．　kara－《見渡す》）
Ma　：　hada1iaa《釘》（＜hada－《釘を打っ》）
　　　b鱒o迦《約束》（＜boljo・一《約束する》）
　　　jukte麺《廟、寺》（くjukte－《神を認る》）
　／jasi鯉⊇《手紙》（勺asも《便りをする》）
　　　niruga1｝《絵》（＜殿韮ru－《描く》）
　　　bodo猛鰻《計略》（＜boGo－《考える》）
　／重aci鯉《教え、教訓》（＜tacF《学ぶ》）
　／ac迦《荷物》（くaeF《荷を稜む》）
Si：肱a¢i週《手紙》（＜dzagi－《手紙を繊す》）
　　　yr－2L旦旦　《絵》　（　くyru－　《描く》）
　　　威a囮i五盤《首飾り、装飾品》（＜miami－《化粧をする、身を飾る》）
　　　bodOGOit《策略》（くbodo－一《考える》）
San：　ja：bk∂k《歩行、徒歩》（く3a：ba－《行く、歩く》）
　　　maduan《利息》（くmada－《膨れる》）
Ew：taごag鯉《田畑》（＜tarト《植える》）
　　　bodっ趣《策略、方法》（＜bodo－《考える》）
Or：madagag《利息》（＜mada－《膨れる》）
　　　njur∂9運三　《絵》　　（　＜Rjur∈トー　《描く》）
　　　bodっ躍《策略》（＜bodo－《考える》）
⑥ Mo．5i，　Ei　1
　り　　　　　　　　　サ　
ac鳳，　　ec鳳
（－rv／－aaq　4）
　　《動作の行為者（～するもの）を示す》
　ungsi血（yH思K型）《読者》（＜ungsi・一（yr｛mx－）《読む》）
　kδrδge越（xopro辺）《冷蔵庫》（＜kδrδges（xoprG－）《冷やす》）
／iiru魎L（3ypaPEI）《画家》（＜」韮ru－（3ypa－）《描く》）
　biさig皇堂L（6困2；IE｛）　《書言己》　（　＜biEi－　（6HV〔x－）　《書く》）
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　／　IY｛a．－s藍，－ci㏄　一nju
　　　　Si．一・－ai《行為者》
　　　　San．－n（耽u
　　　　　Or．－tfΣn，一弩「in
　　　　He．一κt¢i（＜Mo．）
一　口　贋　■　噂　自　一　一　＿　讐　齢　一　＿　胃　一　一　一　轍　＿　＿　鰯　鴫　o　一　幽　帽　聯　腎　日　冒　一　噛　鵬　一　轍　一　齢　帯　輪　＿　＿　卿　卿　一　一　一　一　哺　一　〇　一　繭　槽　“　鴨　●　一　糟　輪　葡　轍　一　噛　葡　轍　鱒　鵜　翰　囎
Ma：・ueulesi《歌手》（＜ucule－一一《歌う》）
　　　9uruci《船頭》（＜9uru－《船をやる》）
　／櫨a迦《逃亡者》（くu㎏一《逃げる》）
Si：avele¢i《狩人》（＜avele－《狩りをする》）
　　　are¢i《作家》（＜are・一《書く》）
　　　tatgi¢i《学生》（＜tat¢i－《学ぶ》）
SaR；uxa掘ad　u《逃亡人》（＜ux・a－《逃げる》）
Or禰。：1a：麺《きこり》（＜mo；la：一《木を切る》）
　　　bej畷h《狩人》（＜be　jtt－《狩りをする》）
He；ugin　tari．狸《農民》（＜UGin《田》，tari－《植える》）
　　　ima　x　a　buta題《漁師》（＜ima　x　a《魚》，buta－《捕える》）
⑦　Mo．　　，　W　1　　，　°in　（－yy2／－yyガ）
　　　　《動作の結果生じた状態を示す》
　　　　S曜｛狸（CO剛）《酔った》（＜S｛trγto－（corr（P）《酔う》）
　　　　teR9こ畷墨くBH剛）《等しい》（＜teng5e－（T3繊3－）《等しくなる》）
　　　／qalalC1Ul（xa哩）《熱い、暑い》（くqala　一（xaxa－）《熱くなる》）
　　　　seri幽（c3PYYXI）《涼しい》（＜seri－一（c3PY）《鼠覚める》）
　／　Jur．　－9iin《名詞語幹形成辞》
　　　　瓢a．－ha臓，－kUR／－k｛i，－k紐
　　　　Si．－Xun，－xun
　　　　SaE．一γun
　　　　He．－xun
■　　層　　騨　　贋　　冒　　卿　　冒　　O　　僧　　一　　儘　　一　　一　　鱒　　＿　　鞠　　＿　　昂　　■　　　騨　　一　　一　　一　　層　　一　　葡　　贈　　轍　　＿　　　輪　　＿　　　咽　　日　　　9　　■　　　一　　蟹　　一　　ロ　　ー　　噛　　■　　圃　　一　　■　　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　層　　－　　一　　一　　　胴　　一　　　冒　　旙　　一　　　葡　　鴨　　一　　　一　　一　　　噂　　繭　　　願　　扁　　　一
Jur：　kalgua（92）《熱い》
　　　serg1皿（93）《涼しい》
　　　du19！US（94）《温かい》
　　　∫obog皿（844）梱難》（cf．　Ma．　jebe－《著しむ》）
　　　kadagSIU（4eg）《誠実》（＜kada－（777）《信ずる》）
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Ma；ha樋《暑い》（くhala－《火傷する》）
　　yada119！1《貧しい》（＜yad距《貧する》）
　　was軸《下、西》（＜wasF《下りる》）
　　wes迦《上、東》（くwesF《上る》）
　　ek韮ye撫《欠けた、不足した》（＜ekiye－一《欠ける、不足する》）
　　sere竣《半眠半覚の》
　／sok重0墨《酒飲み》（＜sokto－《酔う》）
　　ise触《恐れる人》（＜ise－《恐れる》）
Si：za1遡《熱い》（＜X　ale－一《熱くなる、火傷する》）
　　jade鯉《貧困な》（＜jade－一《窮する》）
　　vendni型pu《にぎやかな》（くven鉱i－《熱を出す、熱くなる》）
San：veε埋《高貴な》（＜vo：Ke－《上る》）
He：κafir鯉《困難な》（＜xafire－一《迫る》）
⑧　Mo．　r，　ilr　（－yyp　2）
　　《道具名称形成》
　　qadUXgE（xaayyp）《鎌》（＜qadu－（xana－）《（草を）メ1」る》）
　　e蓋g髄瞳（θ涯剛p）《洋服かけ》（＜elgil－（⑧πre－一）《掛ける》）
　／　　Jilr．　－ku，－gu　／－hun
Ma．－k＆，－ku（生産的）／－fun（非生産的）　《道具・器具表示（～するもの）》
S韮．－qu，－ku《基本的に道具名称を、一部、場所・人を表示する》
San．－ku　（oc　－nku），－ke　／－Zσ，一γu
Evv．　一・ur，－ur，－r（＜Mo．）／－u：n《道具表示（～するのに用いる道具）》
Or．－r（＜Mo．）　／－vvun，－wun《物・道具名称表示》
　cf．　－wu，　－wu（N→N，機能的拡張）《関連した意を表示》
正【e．－qu，－ku　／　－fun
面r瓢re辿（550）《枕》（cf．　Ma．　ciru－　《枕にする》）
　　fusheg！t（221）《扇》（cf．　Ma．　fushe－《あおぐ》）
　　irei撫皿（549）《くし》（cf．　Ma．韮jF，　Ew．　iddi－，　Or．　igdi－《髪をとかす》）
Ma：sac韮組《のみ》（＜sacト《切る》）
　　組a璽《鍵》（＜ama－《押す》）
　　debsi撫《うちわ》（＜debsF《あおぐ》）
　　etuku《服》（＜etu－《着る》）
　／ha伽触《鎌》（＜hadu－《刈る》）
　　sektefun《座布団》（＜sekte－《敷く》）
127
蒙吉文語及び申函領内の溝瀕・ツングース諸語における対応する譲尾慕について一特に女真語・満灘文語・錫恰謡・三家子溝洲口語及び都温克語・罵倫春語・藩哲語を取1｝上1ずて
　　　轍蝕《くし》（＜ijF《髪をとかす》）
Si：£orscu《紡ぎ車》（〈・foru－《糸を紡ぐ》）
　　　tat¢i里《学校》（＜tatci－《学ぶ》）
　　　beltsaCU《怠け者》（＜beltea－《怠ける》）
　　　velmiku《釣り竿》（＜velmi－《魚を釣る》）
　　　eiterku《詐欺師》（＜eitere－《だます》）
San：aneku《鍵》（＜a：ne－一《押す》）
　　　u：tku《衣賑》（＜u：tu－《着る》）
　　　sud4a：鯉《つっかえ棒、支え》（＜sudqa：一《支える》）
　　　di：tste《たきぎ》（＜didzi－《燃やす》）
　　　keat§1sa《フォーク》（くkent5e－《臼でつく》）
　　／sa：tgea．2ZLU《すき》（くsa：tgee－一《たたき切る》）
　　　zada穏ヱヱ《鎌》（くx　ade－一《刈る》）
Ew：maltur《熊手》（くmalta－《掘りおこす》）
　　budur《染料》（くbudσr《染める》）
　／xadu：n《鎌》（くxadi－《刈る》）
　　　；ddu：n《くし》（＜Iddi－《髪をとかす》）
Or；e∫ur《ほうき》（＜e∫u－一《掃く》）
　　　tewer《銃弾》（＜tew－《詰める》）
　　budur《染料》（くbudor《染める》）
　／kadiwun《鎌》（＜kadi－一《刈る》）
　　　三gdΣwun《くし》（＜！gdi－《髪をとかす》）
　　uifiWtin《巻きつけるもの》（＜じゴレ《巻きっける》）
　　　tuktimm《はしご》（く£ukti－《のぼる》）
　cf．・oktowu《人が歩いてできた道》（＜okto《道》）
　　　tergeWtt《車が圧してできた道》（くtergen《車》）
He：sat¢9LU《すき》（くsat¢i－《すきで耕す》）
　　　so　x　tgu《酔っぱらい》（＜s◎xt（F《酔う》）
　　　eriku《ほうき》（＜erF《掃く》）
　　　xudzyrku《ひき臼》（＜xudzyr－《粉をひく》）
　／　x　adifun《鎌》（くx　adi－《刈る》）
⑨ Mo．・－lall，　－len　　（－AaH‘）
《動作の感情、場所などを示す》
｝eba1　　（30遡《苦しみ》（くioba－（30BO－）《苦しむ》）
k面se無㎎（XYC腿）《希望》（くkgse－一（XYCEF）《望む》）
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／Ma．40蹟
　　Si．－1un
　　　San．－1un
？Or．・－lan，－len，－1。n《よく～する、～したがる》
Ma：jobo迦《災難、災い》（＜jobo－《苦しむ》）
Si：鉱ovu迦《災難、災い》（くdflovu－《苦労する》）
San：　dqobulkUS《災難》（＜dqobo－《疲れる》）
Or：d3a3nda3遮《よく歌う、歌いたがる》（＜d3a：nda：一《歌う》）
　　∂wi塑《よく遊ぶ、遊びたがる》（＜e畷一《遊ぶ》）
　　∫opotW《よく泣く、泣きたがる》（＜知uo－《泣く》）
＜考察＞
　Or．の接尾辞一lan3は、　M①．や他のMa．、　Si．、　San．などとは表示する意味が若干異なるた
　め、これらとは全く別起源である可能性も否定できない。
⑩　Me．　－1γa，　－lge／一恥縦，－lgen　（－」lra4）
　　《動作の結果、抽象概念、道具などを示す》
　　畷aγa地（xaa熈〉《扉、ドア》（〈　qaγa－（xaa－）《閉める》）
　　e離e擁（3MHsn3r）《病院》（＜emne－（3MKEF）《治療する》）
／［M［a．　一一］
　　Or．　－1ga，4ge（くMo．）《動作と関係ある物事を表示する》
　Or：d3a：nda：匙《歌》　（　くd3a：nda：一《歌う》）
　　　wa：塊《殺す方法》（くwa；一《殺す》）
　　　ade1麺《渡し場》（＜∂deレ《渡る》）
　　　delki⊥鐙《割る方法》（＜delki－《たたき割る》）
⑪　E亟亜コ（－lb，　－R）
　　《動作の結果生ずるものや、それに使われるものを示す》
　　saγa鮭（caa垂）《乳、搾乳》（＜saγa－（caa－）《搾乳する》）
　　saEuk’（瓢a口ax＿）《乳を大地に捧げるためにまく木の道具》
　　　　　　　　　　　　　　（＜saEu－（Haua－）《ふりまく》）
／［璽］
　　buc砲《幽魂》（＜buce－《死ぬ》）
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⑫　Mo．－ka，－lte　（－m）
　　《行為の過程や結果、その行為に用いられるものなどを示す》
　　asaγ魏厘（acyy皿）《質問》（くasaγu－（acyy－）《尋ねる》）
　　kδgi麹（XOI）KHas）《発展》（＜kδ蔚←（XO㎜一）《発展する》）
／［亟＝≡コ
　　Si：－rtan（＜Mo．）《業務を表示する》
　Sft　veilertan　《：【二業≡》　（＜veil∈｝一《働く》）
　　　ulxaud3i惣《牧畜業》（＜u1　xa《家畜》，udzi－《養う、育てる》）
　　　機能的拡張により、若干の名詞にも接続される。
　　　u¢irtan《農業》（＜ugin《田》）
⑬〔亟コ（－M）
　　《動作の結果生ずるものや、それに使われるものを示す》
　　alqu1U（aJlxaM）《一歩》（＜alqu－（a厭距）《歩く》）
　　kδ釦里（xeD蝋）《音楽、楽器》（＜kδgi糾（xor）XU－）《楽しむ》）
／　M［a。－ma，、－me，－mu
　　goci皿a《引き出し》（＜gocF《引く》）
　　toho璽里《馬の傍垂》（＜tohe－《馬につなぐ》）
　　u且me《裁縫》（＜ulor《まっすぐに縫う》）
　　oro鯉《牛乳に張る皮》（＜oro・一《表面に皮が張る》）
⑭　　Mo．－ma，－me　（－M）
　　《動詞の連体語尾の一種、可能性表示（～すべき、～に値する、～するほどの）》
　　γayiqam｛t（raPtxaM）《驚くべきほどの》（くγayiqa－（ra益xa－）《驚く》）
　　δrδ　ebedtimg（epoBAoM）《同情すべき》（＜6rδ　ebed　一（epoBAe－）《同｛青する》）
　／Ma．－ba，－be
　　O狐噸a，dile，－mo《よく～する》
Ma：ethoha《謹慎な》（＜①撫ト《畏れる》）
　　1面璽《我慢強い》（＜k温一《我慢する》）
　　短ce蟻《勤勉な》（＜雑ce－《努める》）
Or：a；∫lnma　《よく賑る》（＜a：∫in－《眠る》）
　　gexbeg！9《よく働く》（＜gerbe－《働く》）
　　∫oo璽2《よく泣く》（＜∫OBO－《泣く》）
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⑮　Me．粗aト血e蓋　（－Ma獲つ
　　《動作の結果生じた状態やもの（～されたところの；～されたもの）を示す》
　　sengye皿9Ll（COHrOMSI！AIL）《選ばれた》（＜SORgyo・一一（COHro－・）《選ぶ》）
　　ki皿e｝（XMPtWW）《人工の》（＜ke（xuR－）《作る》）
／　　Ma．一一一
　　E靴魂a1，噸e王（くMo．）《動作と関係ある意を表示する》
　　0鵬噸a1，－me　1（＜Mo．）《動作が実現した後で生ずる性質を表示する》
Ew：tσ3ganda亟《かんなをかけた》（＜tujganda－《かんなをかける》）
　　tirame1《圧した》（＜tire－《圧する》）
Or：tσjgaada亟《かんなをかけた》（くtσjganda－《かんなをかける》）
　　iBte：田e1《磨いた》（＜iete：一《磨く》）
⑯　Mo．（1）－n　／（2）・uya騒2（－y農聡2）／（3）畷
　　　　（1）《動作の結果生じた性質や場所、期間などを示す》
　　　　（2）《動作の結果、抽象概念、道具などを示す》
　　　　（3）《動作の抽象概念などを示す（動詞の名詞化）》
　　（1）or麺（opgKH）《周囲、周り》（＜erEF（op・m－）《回転する》）
　　　　singgeg（maPfHr3H）《液体の、薄い》（くsingge－（WWHrs－）《しみ込む》）
　　（2）bayilduzan（6a腿）《戦争》（＜bayrau－（6atma－）《戦う》）
　　　　temeieg911（TSMIR｛｝U）《試合》（く重emeEe－（T3Mve－）《闘う》）
　　（3）　蔭∫曝（Y33涯）《見解》（〈顧i←（Y3εトー）《見る》）
　　　　iokiya！（30＞Qioeq1）《作品》（く∫okdya－（30xuo－一）《創作する》）
／　Jur．－ll
　巨唾：コ（V→N　suffurのうちで、最も基本的で生産的なものである）
　Si．－n《動作の結果、物事、抽象概念などを示す》
　　Ew．－n
　San．－n《対応する名詞を構成する》
Jur：tolgig（356）《夢》（cf．　Ma．　tolgi－《夢を見る》）
Ma：（1）満洲置有語に見られる例
　　　akja鷹《雷》　（＜akja－《雷が鳴る》）
　　　b韮s阻《洪水》（＜bisa－《水があふれる》）
　　　a蓋g唾《名声》（くalgi－《有名になる》）
　　（2）蒙古語からの借用語に見られる例
　　　holbOll《対、縁組》（＜kolbo－《結びっける》）
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　　（←Me．　qolbomo｝《結合；開係》＜qolbor《結びつける》）
　　　jabgag《幸福》（＜jabga－《幸福を得る》）
　　（←Mo．　jabs韮理《幸運；チャンス》＜∫absト《機会をとらえる》）
　　　karaR《展望》（＜kara－《見渡す、展望する》）
　　（←Mo．墜a瓶避《展望所》〈qara－《見る》）
　　（3）Mo．で一1（V→N　suf薮x）終わりの語が、　Ma．で一賑（V→K　suf猶x＞終わりの語と対応す
　　　るものが数多く見られる（c£Mo．－1｛至u－（V→V）：Ma．　－udil－）。これは、　Ma．では音節
　　　末子音の制限により、語末に立つことのできる子音は原則としてnのみであり、Mo．
　　　からMa．に借用する際に、自らの音節構造に適合させた結果であろう。
　　　bodon《策略、謙画》（くbod①一《考える》）
　　（←M（｝．　bodo旦《考え、見解》＜bode－一《考える》）
　　　jurceA《違背、違反》（くjurce・一一《背く、違背する》）
　　（←Mo．｝δri蚤e墨《矛盾》＜∫δ瀧e－《背く、矛盾する》）
　　　kicek《努力》（くkice－《努力する》）
　　（←Mo．　k灘y｛填《努力；授業》＜kiEiye－《努力する》）
　　　temgeu《争い》（＜temge－一《争う》）
　　（←Mo．　teme5eS《争い、闘争》＜temede－《争う、麗う》）
Si：　isan《会議》（＜isa－《集まる》）
　　加t¢in《継ぎ》（＜imt¢i－《縫い繕う》）
　　x　aden《釘》（くzade－《釘を打つ》）
　　betan《魚の餌》（＜beta－《つりをする》）
　　Gelin《価値》（＜Ge王i－《値する》）
　　qarmeu《保護》（くqarme－《保護する》）
Safi：・a：ven《戦争》（＜a：ve－一《戦争する》）
　　da：zan《政治》（＜da：ze－《治す、治療する、改める》）
　　kit§辺《勉強》（＜kit§e－一《努める》）
　　tat¢in《風俗、習慣》（＜tatci－《学ぶ》）
　　ja：beg《行い、行為》（＜ja：be－一《行く、歩く》）
Ew；　gε：laa《部屋》（＜gε：1a－《隔てる、仕切る》）
　　totogoa《制限》（＜totogo－《決定する》）
⑰　　瓢｛｝．　－llggi／一蹴gqa董ド織gkei／－ngyui，一臓99猷　　（－H瓢3／－MxaPt　3／－Hryi12）
　《動作の結果生○た状態を示す》
　s縫夏u塑（caJ！a皿ggl）《分かれた、別々の》（＜saレ（cafi－）《別れる》）
　sδge塑（ceegZ≧）《声のかすれた》（＜sδges（ceθ一）《声がかすれる》）
／位ra㎎里垂（TypaHxa羨）《やせた》（くtUra－（mpa－）《やせる》）
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　／繊置e㎎極（TYII3112C1ILft）《焼けた》（＜t｛ilor（pm3－一）《燃やす》）
　　甲riya塑（xypaa雌）《要約した、簡潔な》（＜qudyft－（xypaa－）《集める》）
　　韮磁ye㎎躍（x職33鎚）《勤勉な、熱心な》（＜kiElye・一（wws3－）《努力する》）
／　Ma．一職　i，　－n　a，－ll　e
　　Si．－g《語幹の表示する特徴をもった》
　　Ew．　－PXi，－exi《動作を行う道具や物を表示する》
　　Or．　－eki，－pki《語幹の表す動作と関係ある物を表示する》
Ma　；　ete！！99：i《強い》（くete－一《強い》）
　　蹴唖《結んだ》（くfali－《結ぶ》）
　　saigaasga《賞賛した》（＜saga－《賞賛する》）
Si：barde旦《自慢した》（＜barde－一一《自慢する》）
　　dalde2《遮った》（＜dalde－《遮る》）
Ew　：　soxop2gL《ひしゃく》（＜SDXO－《すくう》）
　　11a皿《燃料》（くi王a－《燃やす》）
Or：Ioko旦虹《物を掛けるもの》（＜loko－《掛ける》）
　　naゴ11a：Mk　《もたれるもの》（＜na偵1a：一《寄りかかる》）
　　mu：1∂：哩《永桶》（くmu：1∂：一《水をくむ》）
　　tegeplkgl，《座れるもの》（＜tege－《座る》）
　＜考察＞
　　Evv．、　Or．の諸形式は、《～するところのもの》が原義で、“－ngk韮（V→N）に遡り、Ma．、
　　Si．とは別起源である可能性もある。
⑬　　Mα畷　　（－Pb）
　　《動作の行なわれる場所や動作の結果を示す》
　　qubiyaat（xyBaaPb）《分配、区分》（＜qubiya－（ymaa－）《分ける》）
　　S3γ哩（CYYPLb）《基礎、土台》（＜saγU－（cyy－）《座る》）
　／　Ma．ぜ藍　（非生産的）
　　bukdari《天子に上奏する折りたたんだ書類、上奏文》（＜bukda－《折りたたむ》）
⑲　M①．－su　n，　rsll（ll　　（¢）
　　《動作の結果生じたものを示す》
　　nilbUSU（HyJva｛9）《涙》（＜nilbu－（KYJrKMa－）《つばを吐く》）
　　kδge越（xeeg）《泡》（＜k5gage－（xoe－一）《ふくらむ》）
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／　　J賦監一su建
　　Ma．－su，－sun
　　Sレsu㏄一rsu《抽象名詞形成》
　　Ew．－Sりn，－SUR
Jur：do猛di§胆（351）《聞くこと》（cf．　Ma．　donjF《聞く》）
　　tUwanhtya！t！u1（826）《監擁》（cf．・Ma．　tUwakiya－《監視する、見張る》）
Ma瓢睡浬《早わかりの》（くullrt－《悟る》）
　　gele些《小心者》（くge嚢←《恐れる》）
　　onggO里《忘れっぽい（人）》（＜ongg｛ト《忘れる》）
　／hawaliyas1！11《穏和な》（＜hawaliya－《和合する》）
Si：∂d四製《記憶力》（＜ed毎一《記憶する》）
　　taqa里《認識》（＜taqa－《認める》）
　／　孤uturSU　《植物学》　　（　＜mtttu－　《育つ》
　　tutgirStt《産物》（＜ktuci－＞titGi－《出る》）
Ew：∫ma§璽《くさび》（＜∫ma－《打ち込む》）
　　tixxesua《釘》（＜tixxe－一《釘を打つ》）
3．出名動詞接尾辞（DenOPtiRal　verbal　Sllffixes／N→V）
①　　Mo．－da－，　一一de－一（－lla　‘一）
《a．手段動詞形成（～を用いて動作を行なう）、b．度を越していることを表示（～すぎる）》
　　utasu11a－（yracga－）《電話をかける》（＜utasu（yrac）《糸；電話》）
　　星dr5ge坐（xepee験）《鋸でひく》（＜kir6ge（xopee）《鋸》）
　／baγa血一（6arage－）《小さすぎる、少なすぎる》（＜baγa（6ara）《小さい、少量の》）
　　temOS！a－（TO職一）《大きすぎる》（くtomo（TOM）《大きい》）
／　Jil　r．－da－
　Ma．（1）形態的対応一｛la－，－de－，－do－
　　　（2）意味的対応一la－，－1e－，－lo－－
　Si．一一de－，－du－《手段動詞、他動詞などを形成する》
　　SaR．－da：、－de一
　猛靴岨a物一de－，－do－一《a．その物を道具となす動作を表示する、
　　　　　　　　　　　　　b．その性質と関係ある状態や態度を表示する》
　Or．一一da－，－da－《語幹が指す物を道具となす動作を表示する》
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Jur：sahasla－（481）《狩りをする》（c£漁．　saha《狩り》）
Ma；（1）描血一《怒る》（くjili《怒り》）
　　　heolede－《怠る》（＜heoleR《怠慢な》）
　　　yobo画《冗談を言う》（＜yobo《冗談》）
　（2）sabka塾一《はしでつかむ》（＜sabka《はし》）（cf．　Mo．　sabqas！a－《id》＜sabqa《id》））
　　　behe｝《墨をぬる》（くbehe《墨》）（cf．　Mo．　beke血《id》くbeke《id》））
　　　蓉us鞍《のみでうがつ》（＜9usin《のみ》）（cf．　Mo．6越6e鰹《蓬d》＜Ettさe《id》））
　　　goho蛙《鉤で引っかける》（＜gohon《鉤》）（cf．　Mo．γoqaPt－《韮d》くγoqa《id》））
〈考察〉
特に手段動詞形成の揚合、Mo．では、主に遍a2－（一部一具ガー）が用いられるのに対し、　Ma．
では、逆に一la3－（一部dda3－）が用いられるため、結果的にMo．－da㌃は、形態的にはMa．
－da3一と対応するものの、意味的には、むしろMa．－la3一と認応するものが数多く見られ、
両者の対応にずれがあることに注意されたい。
Si：samde－《シャーマンの踊りをする》（＜sameR《シャーマン》＞
　　burudu－《ほら翼を吹く》（＜burUR《ほら貝》）
　　urudu－《錐で穴を醐ける》（くurun《錐》）
　　ontsudu－《寛大にする》（＜。ntsu《寛大な》）
SaB：　dzilda：一《怒る》（＜dzi：1《怒り》）
　　dquarde－一《馬が胞足で駆ける》（くdquarafi《馬の胞足》）
　　largede・一《煩わしくなる》（＜largeit《煩雑な》）
Ew：σxxσda－《縄で縛る》（＜uxxua《縄》）
　　eru：de－《シャベルで掘る》（＜eru：n《鉄のシャベル》）
　／bara：nda－《多すぎる》（くbara；n《多い》）
　　enixxund翫《軽視する》（くenixxun《軽い》）
Or：d3aWida－《船をこぐ》（くd5aWi《船》）
　　∫mada－《くさびを打ち込む》（く∫　ma《くさび》）
　　∫UBkude－《すき櫛ですく》（＜∫ueku《すき櫛》）
　　∫ukede－《斧でたたき切る》（＜∫uke《斧》）
②　Mo．－YF　（一）icx－）
　　《継続増大動詞形成（～が増す）》
　　bayaXF（6a㎎一）《富む、豊かになる》（＜bayan（6asm）《富、金持ち》）
　　猷a綱を（t｛YAYY］1｛u－）《化石化する》（＜EilaγRi（t｛YAYY）《石》）
／　Jur．→卜
　　Ma．－ja－b　－j　e－一，→〔ト（非生産的）
　　Si．－dqi－《語幹の意と関係ある動作を表示する》
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SaR．岨多i－，－d4a一
趾r濯rgu猷恐（372）《喜ぶ》（ef．　Ma．　urgun《喜び》）
Ma；　katUBt蓋一《我慢する》（くkatUn《強堅》）
　　urguRLe－《喜ぶ》（＜urg騒ll《喜び》）
　　fb猛do短一《穴があく》（＜fendo《貫通した》）
Si：．　Gonin璽一《気にかける》（くGonin《気持ち》）
　　urxun亜一《喜ぶ》（＜ttrxun《喜び》）
　　faκse虹一《裂ける、破れる》（＜faκs《怒り狂った》）
San：urγun虹、　urγun塑一《喜ぶ》（＜ur・y・un《喜び》）
③　IMo．－la－　，　一｝e…｝（r正a‘一〉
　　《主にa。他動詞形成（～を用いて動作を行なう、～の状態にする）、
　　　一部b．自動詞形成（～が生ずる、～の状態になる）》
　　t｛yyaig－（T◎0皿）《数える》（＜纏＆（TOO）《数》＞
　　keregElge－（x3p3聰一）《使う、用いる》（＜kereg（x3por）《必要、用事》）
　／taryqi9－（Tapr鎚一〉《太る》（くtaryun（TapraH）《太った》）
　　凝e幽一（翼3域3験）《花が咲く》（くEedeg（ugrer）《花》）
／　Jur．　－Ea－，　－9e－一
Ma．（1）形態的対応一蓋嗣一互｛卜，－io－
　　（2）意味的対応一ぬ、－de門，一｛le－（若干あり）
S乱4e、“u－一一
　《a．手段動詞（～を用いて行う）、b．対象動詞（～をする）、　c．自動詞（～になる）》
San．－1－，－la－　（－la：→，－le－，－lu－　（－1u；　一），－lo－
Ew．・－la－，－1・e－一《その物を対象とする動作を表示する》
0監4a：、4e：一《語幹が指す物を道具あるいは対象とする動作を表示する》
He．4a－，4e一ドlo一ヂ1u一
Jur：u∫髄垂（334）《頭となる》（く闘Ju（492）《頭》）
　　朋甑盈妊（564）《金で織る》（くaniun（568）《金》）
　　∫鋤聾（271）《奏する》（＜Cb．奏（ja聡））
　　類eku｝（800）《友人になる》（＜nekur（329）《友人》）
Ma：N→Vs賑茄xのうちで、最も生産的なものである。
　（豆）猛d唾勤《急ぐ》（くhfidUli《早い（く）》）
　　　sar溢一《宴会を開く》（＜sariR《酒宴》）
　　　謎cu卜　《歌う》　（　＜ueUR　《歌》）
136
大阪外岡語大学論集第30弩（2004年）
　　　seb垂e婚《楽しむ》（＜sebjell《楽しみ》）
　　　okto簸一《薬を用いる》（＜okto《薬》）
　　　鼓0駐重oho聾《半分にする》（＜hontoh③《半分》）
　（2）臓arha塑一《けちけちする》（＜narhan《細かい》）
　　　（c£M【o．猛a睡一《id．》＜Barin《id．》）
　　　jor塾《胞足で駆ける》（＜joran《胞足》）
　　　（c£Mo。」韮r｛｝γa憂《id．》＜iir｛》γ紐《蓋d．》）
　　　ba嚢a磁a血一《狂暴に振舞う》（くbalama《狂暴な》）
　　　（c£Mo．わa置amad塾一《id．》く掘amad《id．》）
＜考察＞
　Mo．一韮バーは、形態的にはMa．－la3一と鮒応するものの、意味的には（2）のように酸a．遍ゴ
ーと対応するものも若干見られ、両者の対応にずれがあるのは興味深いことである。これは、
①一（N→V）の場合とほぼ同じであり、これらの鮒応関係をまとめて図示す
ると、概略次のようになる。
＜　　N→Vsuff藍x　　＞
腋③．
畷a2－　　一．tコt
＿
藍寵2＿　　ノ
／㍉．
．♂←
瓢段．
＿
4a3・一
t t t　　＿la3＿
形態的対応
意味的対応
Si：kucile－《小刀で突き剃す》（＜kuci《小刀》）
　　mukulu－《水をやる》（くmuku《水》）
　／gava｝《名前をつける》（＜gev《名前》）
　　baniκa憂《感謝する》（くbani　z　a《感謝》）
　／borκu坐一《堆積する》（くbor　x　un《堆積》）
　　t§oκtu巫一《驕る》（くt§oκtu《傲慢な》）
San：a：ve1－《狩りをする》（＜a：v《狩り》）
　　ve§γuレ《尊敬する》（＜ves．y．un《高貴な》）
　　ba：nMa－《感謝する》（＜ba：Riua《感謝》）
　　dantcila：一《嫁が里帰りする》（＜dantgen《嫁の実家》）
　　x　aske堕一《はさみで切る》（＜xa：ske《はさみ》＞
　　a：dulu－《放牧する》（＜a：dun《家畜の群れ》）
　　urlu：一《刑を用いる》（＜u：run《刑》）
　　fudasuolo－《発狂する》（＜fuda：suun《気違い》）
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Ew：aggats－一《方法を考える》（＜agga《方法》）
　　urule＿《芽が出る》（くuru《芽》）
Or　3　kaj虚垂一《はさみで切る》（＜ka　jif　i《はさみ》）
　　batala：一《敵認する》（＜bata《敵》）
　　mu：le：一《水をくむ》（くmu：《水》）
　　i雅ekte逗一《すももをとる》（＜ioekte《すもも》）
He　：　X　adzelLa－《はさみで瓠る》（くzadze《はさみ》）
　　tuxsule－一《曇る》　（＜tUXSU《雲》）
　　。zto垂《毒を入れる》（＜。冗to《薬》）
　　jodzu短一《錠をかける》（＜jodzu《錠》）
④
／
Mo．－lda－，　－ldti－　（畷a　4－）
《相対動詞形成（あるものに対して何らかの動作を行う）》
to⑳y辿一（Toxo魁）《ひじをつく》（くtoqoi（ToxoPt）《ひじ》）
賦恥搬幽一（HYYP3堕）《面と向かい合う》（＜皿恥r（iryyp＞《顔》）
　Ma．＿ncu＿　㏄　一eu－
　S韮．－nもsu一
Ma：dere型四一《私梼にとらわれる》（＜dere《顔》）
　　e蝕e亜一《誹誘する》（＜ehe《悪い》）
Si：dere鯉一《私情にとらわれる》（＜der《顔》）
　　exe鯉一《誹諺する》（＜ex《悪い》）
〈考察＞
　Mo．とMa．の問に何らかの起源的なつながりがあったと仮定すれば、その変化の過程は次
　のように推定することができようか？
　　＜N→V　suffTx＞
　　　☆嵯d臓一（？★4加卜）〉　★－nt，u－　〉　－nEu－　〉　一着u－
　　　（Mo．）　　　　　　　　　　　　　（Ma。）　　　（Ma。）
⑤
／
Mo．－na－－7－ne－（＜－la　2－）　　（語幹末がm，　R9の後で）（－Ha　4－一）
これは、③一（N→V）の音韻的に条件づけられた異形態であり、表示す
る意味は、基本的にMo．－la2一と潤じである。
saMELt－（caM＃a－）《髪をとかす》（＜sama（caM）《くし》）
angl！g－（a田a轡）《狩りをする》（＜ang（aH（r））《狩り》）
　Ma．－na－s　－ne－1　－RO－－
　Si．・－ne－《生起動詞形成（～が生ずる、起こる、できる）》
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He．磁a、－ne一
Ma：（1）語幹末がngの後で（これは歴史的には、　Mo．と同様、元来の一且a舷が鼻音同化によ
　　　って一na3一に変化したものと考えられる。）
　　　9angga－《賞する》（＜9ang（Ch．震（shang）））
　　　gi凱g壁《はかりで量る》（くging（Ch．斤Gin）））
　　　9臓紐謄《敬う》（くgum9（Ch．恭（90R9）））
　　（2）（1）以外の音声環境で、《生起動詞形成（～が生ずる、起こる、できる；～の状態に
　　　なる）》。これは、意味的には、一（N→V）に対応するものである。
　　　abdahapa－《葉が出る》（＜abdaha《葉》）
　　　niyaharama－《若葉が出る》（＜lllyahara《若葉》）
　　　be星ge壁《粒になる》（＜belge《粒》）
　　　整mke跨《水になる》（＜muke《水》）
　　　bongko皿一《つぼみができる》（＜bongko《つぼみ》）
S韮：ilza隙一《花が咲く》（＜ilxa《花》）
　　faκa壁一《果実が実を結ぶ》（くfaκ《果実の種、粒》）
　　tgixene－一《しらみがわく》（＜t¢ixe《しらみ》）
He：ilga鰻一《花が咲く》（＜ilga《花》）
　　ediRe－一《風が吹く》（＜ed沁《風》）
⑥　Mo．　－ra－，　－re－　（－pa‘一）
　　《自動詞形成（～の状態になる）》
　　購γ磁塑一（xyygupa－）《古くなる》（くqaγu6in（xy照R）《古い》）
　　kδgsl垂（XO皿縦隆）《年を取る》（＜k6gsin（xommva｛）《年取った》）
／　　Ma．－ra－，イ←，－ro－
　　　Si．　－re－，－ru－《語幹の性質と関係ある動作を表示する》
　　　San．一一r－，－ra－，－re－
　　　Ew．　－ra－，－re－一《その物を対象とする動作を表示する》
　　　He．－rレ
Ma：ambara－《大きくする》（くamba《大きい》）
　　tagara－《誤る》（＜tagan《うそ》）
　　ehere－《悪くなる》（＜ehe《悪い》）
　　gis賑聾《話す》（＜giSun《言葉》）
　　mo聡ggO殴一《蒙古語を話す》（＜momggO《蒙古》）
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〈考察＞
　Mo．－ra2一は、専ら自動詞形成に用いられ、この点でMe．　一；a2－（主に他動詞形成、一部自
　動詞形成）と明確に区別されるのに対し、Ma．－ra　3－・は、自動詞形成はもちろんのこと、
　他動詞形成にもかなり多く用いられ、この点でMo．とは著しく異なる。
Si：ant　x　eLt－《遠慮する》（＜antκ《客》）
　　bisare－《あふれる》（＜bisan《洪水》）
　　xaturu－《さえぎる》（＜xetu《横》）
San：　mandqUX－《満洲語で話す》（＜mandqu《満洲、満洲人》）
　　taiqex－《問違える》（＜ta耽e駐《誤り》）
　　ambura－《増大する、拡大する》（＜amba：《大きい》）
　　eγ塗《顔色を変える》（くe：γ∂《悪い》）
fat¢uure－《乱れる、騒ぐ》（〈fa；tStGon《乱れ、騒ぎ》〉
Ew：　a：Wt）ra－《帽子をかぶる》（＜a：wvn《帽子》）
　　addira－《感電する》（＜addi《雷》）
Ke：agdi二主一《雷が鳴る》（＜agdi《雷》）
⑦　　Mo．一一si－　（一田M＿）
　　《領有動詞形成（～をわがものとする；～の状態になる）》
　　amta垂（a㎎一）《味をしめる》（＜amta（aMTr）《味》）
　　gem垂（remp－）《後悔する》（＜gem（r3M）《罪》）
→　Mαづia－，弓゜er　←憂1aa9
　　《容認動詞形成（～だとみなす、認める）》
　　say樋＿（ca斑∬aa一）《賞賛する》（＜sayin（c磁H）《良い》）
　　maγusl）1｛｝＿（Myytpa＿）《非難する》（＜maγu（Myy）《悪い》）
／　Jur．　＿9　y
Ma．一甑一，一誉e－，一蓉e－
　　（1）形態的対応Mo．・－sF／－stya　2－
　　（2）意味的対応　a．Mo．－la’一　（－b611a　2－，－5ila2→
　　　　　　　　　b．M〔o．＿．乙ガ～
Si．　－S　2－《語幹の意と関係ある動作を表示する》
San。－4a－，－se－－
Ew．　－f　1－，イi－《語幹の性質と関係ある動作を表示する》
0蹟イ馬一一f　i－《語幹の指す時間を過ごす意を表示する》
　／－fε：一，－fe：一《語幹の性質と関係ある動作を表示する》
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Jur：　hudaga－（4i8）《売る》（cf．　Ma。　hfida《商売》）
Ma：　（1）満洲固有語に見られる例
　　　　酷罎a逸一《商売をする》（＜hfida《商売》）
　　　　b蜘㎞聾《鏡にうつす》（くbuleku《鏡》）
　　　　蝕gO逸一《回転する》（くforgen《季節》）
　　　　蒙古語からの借用語に見られる例
　　　　a面晩一《よく似る》（＜adaK《岡じ、似た》）
　　　　　（←Mo．　ad認塾一《pm－一と見なす》＜adali《同じ》）
　　　　sa9：a－一《賞賛する》（＜saln《良い》）（←Mo．　sayi典一一《id．》＜say諭《id．》）
　　　　tamipa－《唇で味わってみる》（←Mo．ねm鯉一《ld．》）
　　　（2）a．意味的にMo。－la’一　（－b511a　2－　，　一一Ella　2＿）と対応するもの
　　　　bebuSe－一一《子守歌で赤ん坊を寝かしつける》（＜bebll《ねんねんごろり》）
　　　　　（cf．　Mo。わ菰be鞍《id．》＜bUbei《id。》）
　　　　kebe襲一《相談する》（＜kebe《相談》）
　　　　　（cf．・M。滋eb畷鮨《id．》くkebe韮《id。》）
　　　　gurgu襲一《獣を狩る》（くgrirgU《獣》）
　　　　　（cf．　Mo．9δrδge蛭一《韮d．》＜9δrδge《id．》）
　　　／llarhllin－《綿密にする》（くnarhfin《細かい》）　　　　　　　　，
　　　　　（cf．　Mo．　ilaribEila－《id。》く臓a血《id．》）
　　　／nimakai9－《魚を捕える》（＜醗㎞aha《魚》）
　　　　　（cf．・M①．」褻γas唾疑《韮d．》〈jiγaSU《id．》）
　　　次の例もここに含まれるものであろう。
　　　　jerk隆《巨がくらむ》（cf．　Mo．∫eτge断《冒がまぶしい》）
　　　　doho9｛y－一《びっこを引く》（＞Ma．　d③holOll《びっこ》）
　　　　　（c£Mo．　dαYO＿F《id．》＞dαyo韮無9《韮d．》）
　　　b．意味的にMo．一さa鴛と対応するもの
　　　　karuga－《ねばり強く報復する》（くkaru《報い》）
　　　　　（c£Mo。“ar触迦一《費任をとる》＜qariyu《返事》）
　　　　serg毅w鰹《涼む》（くserg眼we鷺《涼しい》）
　　　　　（cf．・M・．　serighLe－《id．》＜serighn《id．》）
S韮：fafur誕一《奮閣する、発奮する》（＜fafuri《勇敢な》）
　　　醗a1κu蝕一《倹約する》（くmal　x　un《倹約な》）
　　　巫ao誕一《拘束する》（＜mae《困難な》）
　　　atXU誕一《強がる》（＜atxun《強惰な》）
San：xuda：ua－《貿易をする》（＜xuda：～xuda：《商売、値段》）
　　　serkUEa－《涼む》（＜serkUR《涼しい》）
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Ew：　a　jak－《ほめる》（＜aja《良い》）
　　erua－《けなす》（＜oru《悪い》）
Or：d31bo島《夜を過ごす》（＜dolbo《夜》）
　　dろuga直一《夏を過ごす》（＜d3uga《夏》）
　　tuwe且一《冬を過ごす》（＜tuwe《冬》）
　　ne1這基一《春を過ごす》（くnelki《春》）
　／aja趨一《ほめる》（＜aja《良い》）
　　ni幽ku趣一《見くびる》（＜ni塵kun《小さい》）
⑧　M｛L一鰍、一感　　（－ra‘一）
　　《生起動詞形成（～が生ずる、起こる、できる；～の状態になる）》
　　甑ng塾一（gaH簸一）《白霜がおりる、白霜でくもる》（＜Eang（瓢aH）《臼霜》）
　　gki唖一（X鶏恥）《汚れる、汚くなる》（＜gkir（xup）《汚れ》）
／
Ma．（1）形態的対応一tu’一（非生産的）
　　（2）意味的対応一na－，－n｛ト，－ne－一
S藍．－te－
Or．　－tu－《語幹の指す物が発生する意を表示する》
Ma：（1）u㎞無一《わいろを使う》（＜u㎞《貨財》）
　　（2）一（N→V）の項参照。
S董：suaoS9－《霜がおりる》（＜＄uaD《霜》）
　　gariRte－《宴会を行う》（＜gar　in《宴席》）
Or汰閾katu－《しらみがわく》（＜kumke《しらみ》）
　　uktetu－《しらみの卵がっく》（＜ukte《しらみの卵》）
4．出動動詞接尾辞①everbal　verbal　suffxxes／V→V）
A）Voice（態）
①　Mo．－lia－，　－IEe－　（一1耳a4一）
　　《a．共同（共に～する）、b．相互（互いに～する）》
　　ta臓幽一（Tamp－）《知り合いになる》（＜taRF（TaHK－）《知る》）
　　ke嚢e垂（xongg1xxa－）《話し合う》（〈ke嚢e－（x3π3－一）《話す》）
／　Ma．一一ca－，－ce－，－co－　《共同（共に、一斉に～する〉》
　　Sl．　－tse－《相互態表示》
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Ma：濫里一《一斉に立つ》（く濫一《立っ》）
　　injes；seL－　《共壱こ笑う》　（　くinje－一《笑う》）
　　songgOS；！OL－一《共に泣く》（＜songge－《泣く》）
Si：ma　z　te塑一《一斉に賞賛する》（＜血aκt継《賞賛する》）
　　leula塑一《一斉に議論する》（＜leule－《議論する》）
②
／
Mo．4d疑一，一蓋d鹸一　（－JUIa4－）
《a．相互（互いに～する）、b．共同（共に～する）》
　bari迦一（6aPXIIgCt－）《相撲を取る》（くbari－（6aPH－）《つかむ、握る》）
　重emeζe逆一一（T3畷3狐｝）《闘い合う》（＜teme6e－（τ3xu3－）《闘う》）
Ma．－ndu－，－nu－（＜－n血一）
《共嗣（共に、一斉に～する）、相互（互いに～しあう）》
翫一ndu、－nu、－1dね一《相互態表示》
E靴一ldl、－ldi－《動作主はただ一人ではなく、一緒に行ったり、互いに行ったりする》
Or．　－ldi－，　－1di－《動作主はただ一人ではなく、協同して行う》
Ma：窪e誘e幽一，temgemu－《共に争う、互いに争う》（くtemge－《争う》）
　　ara辿一，、ara！！1！一《一斉に作る》（＜ara－《作る》）
　　aiSUawdu－，a韮silamu－《一斉に助ける、互いに助ける》（くaiSlla－《助ける》）
S韮：dyrxundu－《ロげんかし合う》（くdyrxu－《口げんかする》）
　　dyry型一《奪い合う》（くdyry－《奪う》）
　　tandul　nt《なぐり合う》（くtande－《打つ、なぐる》）
　　（ただし、錫伯文語では、tandanu－＜taRda一である。）
Ew：d3awaldi－《相撲を取る》（くd3awa－《つかむ》）
　　me；ld5∂：ldi－《一緒に試合をする》（くme：ld5e：一《試合をする》）
Or：　mσoda：ldl－《一斉に打つ》（＜muvda：一《打っ》）
　　馨e総亜一《一緒に行く》（＜sene－《行く》）
〈考察〉
　これらの接尾辞は、次のような変化過程を経て成立したものと推定される。
　　＜V→Vsu蒲x＞
　　　　　　　　　　　－n感駆一　　〉　　一賑騒一
　　＊－ldu－　　（Ma。，　S韮．）　　（瓢a．，　Siゆ
　　（Mo，）
　　　　　　　　　　　★一獲d，H－　　　〉　　　一一1d！一　　　〉　　　：≦必：
　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ewv．，　Or．）　　　　　　（SL）
143
蒙古文議及び中匿領内の溝洲・ツングース諸語における対応する接尾辞について一警に女真譲・満洲文語・錫擁藷・三家子満洲口誘及び郡渥克藷・郭倫春語・赫哲語を駁｝｝上げて
B）Aspect　（相）
①　　M［o．－IR－，　－le－一　←’lla‘一）
　　《反復アスペクト（何度も～する）》
　　EekiAl一徴OX魍一）《何度もたたく》（＜Eoki－（恥XK－）《たたく》）
　　酪k聡（r㎜r3JI3一）《何度も踏む》（＜giSki－（r皿rト）《踏む》）
／　M【a．意味的対応聴a、噸卜，－90－　《持久アスペクト》
　（Ew．　－t－《多回アスペクト》）
　　Or．（1）形態的対応一1at、－1atTbt－，－10t－（＜三匿＋三ヒ）
　　　（2）意味的対応一∫a－，イ鱈イっ、イ臣　（1）、（2）ともに《持久アスペクト》
Ma：tataga－《ひたすら引っぱる》（＜tata－《引く》）
　　（cf．　M③．　tatai9－《何度も引く》＜tata－《引く》）
　　narai9－《ひたすら夢中になる》（＜nara－《夢中になる》）
　　nemeLe－一《絶えず増加する》（くlleme－《増加する》）
　　holtogO－《常に偽る》（くholtor《偽る》）
（冠w：mσndat－《ずっと打つ》（くmunda－《打つ》）
Or：（i）d5awal壁一《ずっとつかむ》（＜d3awa－《つかむ》）
　　（2）i旗画《ずっと見る》（くiifi－《見る》）
②　Mo．一韮u距，－1”｛レ　（→13a　4－）
　　《反復アスペクト（何度も～する）》
　angya1　一（aHlaxpa－〉《（口を）パクパクする》（＜angYayF（aHrava－）《（口を）開ける》）
　g甑拠（rsmmpta－）《キラキラ光る》（くgllayF（rSVIait－）《光る》）
／ Ma．（1）形態的対応a．一一nja－，－Rje－，－njo－
　　　　　　　　　（cf．　A）」②Mo．一’1du2－（V→暮）：M＆哩du－）
　　　　　　　　　　b．　－rja－，－rje－・，－rjo－
　　　　　　　　　（－1一もち語幹とMo．－lia　’mとの異化により生じた形式か？）
　　（2）意味的対応　　一1；a－，－9e－，－90－
　　　　　　　　　（cf，　B）mu①Mo．－la　2－（V→V）；Ma．一§a3－）
Ma：（1）a．満洲固有語に見られる例（《ずっと～する》の意を表示する。）
　　　gfillinta－《思いめぐらす、思案する》（＜g面i－《思う》）
　　　u騒或黛《おいおい悟る》（＜WhF《悟る》）
　　　gO垂0幽《しきりに恐れる》（＜golO－《驚く、恐れる》）
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　　　次の例は蒙古語からの借用語であろうが、この対応をなすものである。
　　　tat堕垂一《ためらう》（＜tata－《引く》）（←M③．　ta亡a趣一《id．》＜tata－《id．》）
　　　b．蒙古語から借用されたと思われる例
　　　勲量a血《（顔が）赤く輝く》（←M［o．蝋謎垂《赤くきらめく》くulayi－《赤くなる》）
　　　頭㎞a並卜～g銭蹴血～ge璽皿e奥《ピカピカに輝く》
　　（←Me．　9i韮ba1　一・－g鰹be1　e－《ピカピカ光る》＜gilba－　一　Oj．　lbe・一《パッと光る、まぶしい》）
　（2）主に蒙古語からの借用語に多く見られる例
　　　sirbaga－《（犬などが）尾をふる》
　　（←瓢軌sirba垂《尾をしきりにふる》〈sirba－《尾をふる》）
　　　sarba塾一《二人が互いに縮手の体をつかみ手足を動かして争う》
　　（←Mo．　sarba垂《手足をばたつかせる》〈sarbayi－《手足を伸ばす》）
　　　ke晦《（船や心が〉揺れる》（＜ke1鑑《傾く》）
　　（←Mo．　kelbel　e－《揺れる、動揺する》＜kelbeyF《傾く》）
　　　bilges＿“e－《水がまさにあふれようとする》（＜bUge－《あふれる》）
　　（←Mo．　bilqa1　一《id．》＜bilqa－《越．》）
〈考察〉
（2）のMa．－9a3一は、先に述べたB）一①Mo．－la2－（V→V）：Ma．－9a3一の意味的対応に基
づき、ここでは、岡様にMo．一｝ia’＿の意味的対応と見なしたが、主に蒙古語からの借用語
　に多く見られることから、
　　　血　〉　一＊ia－　〉　迦＝
　　　（Mo．）　　　　　　　倣a。）
　という変化過程を被った可能性もある。
5．出小動詞接尾辞（Departicle　verba蓋　suffixes／p→V）
A）Unproduetive　variable　root　（非生産的変化語根）→V
①　Mo．－1－　（一JI一）
　　《他動詞形成（一度だけ～する）》
　　quγu1一（xyraE－）《折る、こわす》（くquyu（xyra）《分離・破壊表示
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ボキッ、バチッ）》）
　　delbe．F（Agn63g－）《爆発させる》（くdelbe（nen6g）《爆発・破裂表示
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（バーン、ボーン）》）
／　Ma．－la－，－le－，－lb－一《他動詞形成》
　　hRwala－《破る、壊す》（＜臆wa《まっぷたつに、こなごなに》）
　（cf．　Mo．　quγu垂一《折る、こわす》＜quvu《分離・破壊表示》）
　　multu垂《ほどく、ゆるめる》（cf．　mllltaLe－一《ほどける、はずれる》）
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（cf．・Mo．　mukuレ《はずす、ほどく》＜multu《離脱・分離表示》）
SllbkeLe－《（糸を）引き出す、ほどく》（c£s職bk｛麺一《（糸が）ほどける》）
（c幻護o．seme．F《ほどく》，　semea　e－一《ほどける》）
fb磁o無《穴をあける》（＜fend①《貫通した》）
②　　Mo．－ra－，・－re－　（－pa‘一）
　　《自動詞形成（～になる）》
　　quyULa－（xyraua－一）《折れる、こわれる》（＜興γu（xyra）《同上》）
　　delbeLe－（Kgn691LS－一）《爆発する》（＜delbe（Kax63）《同上》）
／　Ma．意味的対応一ja－一，→馬一廓σ一　《自動詞形成》
　　匝w笹《破れる、壊れる》（くkfiwa《まっぶたっに、こなごなに》）
　（cf．　Mo．　quyii1E1一《折れる、こわれる》くquγti《分離・破壊表示》）
　　m臓i臓沁《ほどける、はずれる》（c£灘嚢晦《ほどく、ゆるめる》）
　（cf．　Me．　multas｛｝一《はずれる、ほどける》＜mUltU《離脱・分離表示》）
　　subke涯《（糸が）ほどける、ほぐれる》（c£subke蚕《（糸を）ほどく》）
　（cf．　Mo．　seme段《ほどける》，se磁畦一《ほどく》）
　　fb蝿q睡《穴があく》（くfendo《貫通した》）
B）Onomatopoe量a（擬声語）→V
①　Mo．－ra－，・－re－　（－pa‘一）
　　maδgeLe－一（MθOILe－）《（牛が）モーと鳴く》（くm6ge（Mee）《モー》）
　　kekeLe－（x3x険）《げっぷをする》（＜keke（XSX）《げっぷ》）
／ M［a．－ri一
田iya垂一《羊がメエーと鳴く》（＜miyaR9，　mlyar《メエー、鹿や羊の子が鳴く声》）
②
／
Mo．－si－　（語幹末が轡1－g，一一ngの後で）（－MK－）
toγ垂（TO哩一）《（扉を）ノックする》（く御（T◎r）《トントン》）
症越g聾（TYTIua－）《（心臓が）ドキドキする》（＜dig（理）《ドキドキ》）
Ma．－si－
to題一《たたく、軽く打つ》（＜tek《トントン》）
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